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 三世代の暮らしの変遷と住まいの機能の変化に関する研究
 一子ども時代のライフスタイル比較を通して一

 委員沖田富美子*2,

 主査定行まり子*1

 大高真紀子*3,鈴木佐代料,江川  紀美子*5,浅見美穂*5

 三世代の子ども時代の暮らしの変化の分析から,各々の住まいが持つ機能と,その進化と淘汰の過程について考察を行った。今後の

 ライフスタイルとしては,時間は目郵民とだんらんの時間を確保し,仕事や勉強は社会の仕組みと各人の自制が必要である。人との関係

 は個別化が進んでいるが,家事や趣味,会話を通じて繋がりを継続する余地がある。道具は,高性能・多機能化が著しいが,手作りや

 自然環境に則した生き方に見直す必要がある。住まいには生活行為に適応した緩やかな可変陛や自由度が求められる。さらに暮らしを

 安定化させるための日々の変化に合わせて追従できる住まいであれば,家族が永く同じ地域に住み続けることが可能となる。

 キーワード1)生活行為,2)生活時間,3)三世代,4)家族,5)空間構成,6)居住歴,
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 1.序論

 1.1研究の背景と目的

 本研究は,昭和初期から現在までの我が国における暮

 らしと住まいについて,子どもの立場から,暮らしの変

 遷と住まいの機能の変化を明らかにするために実施した

 聞き取り調査に基づき分析,考察している。調査対象は,

 住居学や建築学を専攻する大学生であるが,学生本人,

 その親,祖父母を含めた三世代への聞き取りを行った。

 対象とした世代は,図1-1に示すような三世代であり,

 暮らし方や価値観も大きく違う世代の体験を生の声で聞

 き取っている。第1(祖父母)世代:出生は戦前の

 1930年ごろで戦時中に青少年期を過ごしている。第H

 (父母)世代:出生は,高度経済成長の真っただ中の

 1960年前後,青少年期を右肩上がりの経済の下に過ご

 したが,途中で石油ショックを経験。第皿(学生)世

 代:出生は1990年ころで小学生のときにバブル崩壊を

 迎え,以後デフレ期に青年期を過ごしている。

 本研究は,こうした聞き取りを通じて,子ども時代の

 暮らしの変遷,住まいの機能の変化を明らかにし,持続

 可能な住まいの価値を導き出すことを目的としている。

 それに加えて,住居・建築を学ぶ学生が,身近な対象を

 通して,激動の時代の暮らしと住まいの変化を見つめる

 こと,すなわち現代史を紐解く体験は,21世紀の持続

 可能な社会に相応しい住まいを創造していく上で重要な

 教育となると考えている。

 1.2既往研究の考察と本研究の位置づけ

 住まい方に関しての既往研究では,各ライフステージ

 の住まい方調査に基づく暮らしの変化についての研究は

 数多い。家族成長期の住まい方では多羅尾らによる多世

 代居住の役割分担と空間の柔軟性についての研究Dが

 ある。新しい住まい方の可能性を提示しているが,従来

 の暮らしと現代の暮らしとの比較が行われていない。山

 野目らの研究2)では,伝統的住居と現代的住居の住ま

 い方の比較から,伝統的住居における空間構成と居住者

 の家族関係の構築への影響に着目している。しかし暮ら

 しの変化と関係性までは分析されていない。住まいの空

 間構成に関する既往研究では,住まいの中の生活行為と

 部屋の関係,部屋相互の繋がりや関係性,公私の関係や
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 個人領域の配列,生活との適合性や変更可能性などを扱  の特質を扱っているが,三世代の暮らしの比較は行われ

 った加茂らによる研究3)がある。子どもの遊び空間と  ていない。本研究は,三世代の住まい方と住空間の両側

 の関連では,高木らによる,廊的空間の行為の変遷を分  面に着目し,生活行為を柱に,生活時間,人との関係性,

 析評価した研究4)がある。機能と影響を与える空間構成  道具,空間構成を視点に分析を行う。
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 國ちゃぶ台の苦及

 圏大塚女史アパートメント▲電気洗濯機・雷気冷蔵庫

 φパーマ普及A電気蓄音機・電気掃除機・電気ミシン

 ◇冷凍食品普及会設立▲エア・コンディショナー
 ★貸電話制度(短期臨時加入寛話)
 囲プラスチック食器◆千人針・慰問袋☆速達郵便制度

 φパーマ店新設・移転禁止

 ②就職列車初★全国の電話加入数100万突破

 團調理用電熱器.家庭用電気造蔵塵笠の」吏用楚止く登沢基敵だ2
 〈太平洋戦争開戦〉㊤国民学校発足義務教育の延長

 ◎配給・ヤミ商品⑳勤労動員
 圏戦時型住宅⑧学徒出陣
 ㊧学童疎開開始

 く太平洋戦争敗戦〉睡バス住宅・汽車住宅・バラック

 圖地代家賃統制令・余裕住宅¢強劃開鑓置命パ⊆=図簗逓__
 ⑧給食再開・小学4年生からローマ宇教育

 國戦後初の鉄筋アパート@母子手帳
 図ガス24時間供給㊧紙芝居の最盛期

 團住宅規模制限解除ム電気毛布・ドライヤー・テーブレコーダー
 團公営住宅公庫法公布・老人ホーム▲インターホン

 ムテレビ放送本格化・一般家庭回はの小型冷蔵庫一___、___
 △白黒テレビ受像機☆赤電話

 ▲「三種の神器」家電電化時代の幕開け・ステンレス流し台
 ▲トランジスタラジオ・電気炊飯器・電気こたつ

 国分譲マンション
 くもはや戦後ではない〉國ニュータウン☆FM放送

 囲「団地族」が流行語・ポリバス㊤国産プラモデル
 @少年サンデー・少年マガジン創刊☆ラジオ24時間放送
 ☆全国の公衆電話10万台を突破Aカラーテレビ
 囲住宅提携ローン〈核家族化全国で68%〉

 〈東京都人ロー千万人突破・農業入ロ30%を割る〉
 圏第一次マンションブーム▲ラジカセ

 <東京オリンピック>A電卓

 国地方住宅供給公社法施行《電子レンジ
 團年間住宅建設戸数100万戸の大台

 團公募標準設計(LDK型の登場)
 ☆全国の電話加入数1000万台突破
 〈コンビニエンスストア1号店開店〉☆ブッシュホン

 〈大阪万国博覧会・すかいら一く第1号店出店〉
 魯カップヌードルムビデオテープレコーダ

 ★ポケットベル・FAX

 φ第一次石油ショックムワーフロ

 國住戸数が世帯数を超す⑧高校進学率90%超
 くコンビニエンスストア24時間営業開始〉△家庭用ビデオカメラ
 國公団住宅大置空き家発生⑤給料の銀行振り込み

 圃ミニ開発による居住照境の悪化△全自動洗濯機

 ムパソコン・電子辞書・ヘッドフォンステレオ
 囮一億総中流・温水洗浄便座・コードレスホン

 ★電話加入数4000万突破
 ALD・CDプレーヤーA液晶テレビ☆カード式公衆電話

 ム家庭用ゲーム機▲竜子手帳

 △8ミリビデオ☆ポータブル電話機

 く米の自由販売〉國三階建て住宅

 ★携帯電話機

 ◆バブル景気・ディンクス
 〈ベルリンの壁崩壊〉

 国新婚家庭家賃助成制度発足▲200V型胴クッキングヒータ
 ◎バブル経済の崩壊・リストラ

 ムMDプレーヤ

 ▲ブラズマテレビ
 ☆コードレス電話
 園阪神・淡路大震災☆PHS
 ▲DVDプレーヤ・ブラウン管平面テレビ

 圃規模拡大と高齢化対応へ
 囲定期借地権付き公団住宅
 ◆rrパブル☆テレビ電話▲DVDレコーダー

 ☆移動霞話の加入台数が固定電話を上回る
 ★Jフォン「写メール」

 ▲電子書籍専用端末

 ◇【τバブル崩壕一塾旦rr旦yPβgレヌーダー・地上デジタ些テセビー.一
 ☆運転中の携帯電話使用が即違反

 く京都議定書発効・個人情報保護法全面施行〉
 〈バリアフリー新法施行〉

 ☆携帯電話だけで加入台数が1億台を超える
 〈コンビニの売り上げが百貨店を抜く〉Φワークライフバランス
 ☆公立小中高校への携帯持込を原則禁止
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 ・食事・手仕事・勉強を家族が一部屋でやっていた
 ・治安は良く、鍵はかけなかった

 ・家の畑で取れたものを食べ、自給自足の暮らし
 ・使用人が何人も同居し、お金は近所で助け合う
 ・学校の防空壕に逃げた

 ・狭い生活範囲で暮らしていた

 ・戦後は食糧難で三度の食事にも事欠いた

 第1世代△設備・家電製品・★情報・通信

 ・井戸から水を汲み薪をくべてお風呂を沸かす
 ・洗濯は川まで行ってしたので重労働だった

 ・交換台がつないでくれる電話

 ・多少家電ができて家事が楽になった

ゆゆ驚

叢羅

驚難羅
 欝蒸。ll　磁

鱗裁欝
 ,`,魑r1馳'ヤt,.L「廓「¥.t.

ひ

樹朕塑尊蜘剛難軽讐

ノ

淋
藝
配

 「
噂
ニ
ワ

 舞蝿・気
 が」鼠.厚.

 鶉
訟
、

 「憾孫「.`、
♂
(

駄
鍵

 謬「「、少惣ご

薮簸鞭讐一一一

欝 、
禰
'ζ
誌

 瀞
ニ
ズ
嵐

欝  》甕⊇講弩・窪.

噸榊柳弾繍靱榊蝿勒  榊醐獅軸榊静鋭"書口

 第H世代國住環境・⑧暮らし
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 ・当時あこがれの団地生活。典型的なカギっ子だった
 ・貧しいので物がない(東京)
 ・長屡で隣家の音が良く聞こえた

 ・駅前にスーパーができた

 第ll世代▲設備・家電製品・☆情報・通信
 ・テレビをみんなで見た。テレビ番組の話題も多かった
 ・自動車を購入し、週末には家族でよく出かけた

 ・居聞にエアコンがついた

 ・1泡話は廊下に一台しかなく、よく長電話をして叱られた
 ・自室で電話をしたくて、電話線を長くしてもらった

 ・居間でも自室でも電話が取れるようになった
 ・電話がプッシュホンになった
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 第皿世代:國住琢境・⑧暮らし

 ・近所には同じハウスメーカーの家が建ち並んでいる

 ・前より広い家に引っ越して自分の部屋ができた
 ・祖父母と同居を考える

 ・防音室で音楽の編集・映画鑑賞をした

 ・父はパソコンを家でいじることが増え、台数も増えた
 ・専業主婦の母が有償ボランティアに行くようになった

 第皿世代・△設備・家電製品・★情報・通信
 ・各部屋にエアコンがついた

 ・引越と同時に家電を買い換えた

 ・車を持たなくなった(東京〉
 ・ポケベルから携帯竃話に

 ・衛塁放送を録画するために大きなアンテナを設置
 ・パソコンがリビングに入った一パソ⊇ンが一人一台に
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 図1-1三世代の時代背景と対象者(東京)の生年分布
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 1.3調査概要と研究の枠組み

 調査対象は(東京・大阪・福岡)の大学生とその家族

 の暮らしと,祖父母,父母を含む三世代の子ども時代の

 暮らしとする。調査方法は,学生が自らの生活と父母・

 祖父母から聞き取り作成した課題提出物の記述から,三

 世代間のライフスタイルの変遷と比較の分析を行う。東

 京における調査概要を表1-1に示す。各世代のライフス

 テージの中で,住まいの機能が多く存在する家族成長期

 と家族成熟期に焦点を当て,小学生(6～12歳頃)と中

 学生～高校生(13～18歳頃)の住まい方と住空問を取

 り上げる。

 調査対象の概要として,2010年2011年のデータによ

 る三世代の家族形態,兄弟数,居住形態,所有形態の変

 化を図1-2に,各時代の居住地域を図1-3に示す。家族

 形態は,核家族が増え,第1]1世代中高生時代以降は

 80%以上となる。第1世代にある伯父叔母等を含む拡大

 家族は第皿世代ではわずかとなる。兄弟数は第1世代で

 は4～10人が7割以上であるが,第1]1・第皿世代では1

 ～3人が9割以上となる。家族が縮小し細分化している。

 居住形態は,併用住宅は各世代にあるが,世代を追うご

 とに減少している。第H世代中高生時代に登場した集合

 表1-1調査概要

         調査対象者調査対象(人)平均生年(年)最小一最大(年)平均年齢(歳)最小一最大(歳)標準偏差

         女子大生とその家族:746名第1世代172名祖母13319331917-19447867-9251         祖父3919281914-19408369-9553

         第皿世代309名母21419601949-19705040-6137         父9519571947-19625348-623.7

         第皿世代262名女子大生26219901984-19922019-230.8
         調査方法大学講義の課題提出物の調査
         調査期間2009年4月～2011年8月
         調査項目住生活歴、家族構成、くらしの様子、家電製品、家具、居住形態、住まいの平面図
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 図1-2三世代の家族と住まいの概要

 第工世代・小(…3・耀フ'
 　ノ

 :1撚三藩
//

 第皿世代・小{・・24・噸㌧.
1∠_.._tt

60

91

4

 第皿世代・中高{n=222)鉱
 翼_

0%10%20%30%40%50%

臨北海道東北一関東国中部近畿

xGl
 ミ
1
151

133

 、/1
 5三〇

 擁齢1
 6096アoo/a803690ヲ610096

中国四国九州海外

 住宅は,第皿世代でその割合が増加している。第m世代

 中高生時代の集合住宅の割合は,2009年から2011年の

 3年間にも32%から36%へと増加している。所有形態

 はどの世代も持ち家が最多であるが,小学生時代には社

 宅住まいも少数ながら存在する。

 居住地域は,対象者の通う大学の所在地から第皿世代

 では関東地方が7割以上だが,第1・第IE世代では関東

 地方を中心に全国に少数ずつ点在する。

 2.子ども時代のライフスタイルの変化

 生活行為を必需行為(睡眠・食事・身支度),拘束行

 為(仕事・勉強・炊事・掃除洗濯),自由行為(会話交

 際・余暇趣味・休息)と分類し,生活時間,人との関係,

 道具,空間の視点から三世代の変化を分析した。主な生

 活時問の三世代変化を図2-1に示す。

 三世代による相違がみられるかを小学生期,中高生期

 に分けてX2検定を行った結果(表2-1),有意差が認め

 られたものが多い。しかしながら,小学生期の寝室には

 世代の相違はみられず,どの世代も「兄弟同室」と「自

 室で単独で就寝」が約半数を占めている。また炊事をす

 る人については,小学生期には「母」「母と祖母」など

 がみられ,三世代間に有意差が認められた(P<0.05)

 が,中高生期には,どの世代も「母」が多く,有意差は

 認められなかった。

 以下に,三世代のライフスタイルの子ども時代の変化

 を,生活行為ごとに述べる。

 図1-3三世代の居住地域

       21,20就寝25平均値+標準腱時刻24-一…一一一一一一平均値2322…/＼一一一/N論撫…丁冊俘r
              世代・時代1・小1・中高II・小H・中高皿・小皿・中高
       事例数9492183177156155
       平均値21:0121:4721:1623:1221:120:05

       標準偏差0.760940.700.941.010.95

       タ食21時刻20191817甘1「rrlr臼rn馳1nllr「皿rn冨nn-一一一一…一・一,/}甲、殉隔._平均値土標蘂偏差烹均値平均値一標準偏差A'、納甲、鴇皿"脇
              世代・時代1・小1・中高H・小∬・中高皿・小II正・中高
       事例数9088186171159156
       平均値18:2018:3218:3218:59遷8:3819:21

       標準偏差0.730.820.600.710.841.09

       入浴2322一時刻21--201918削}平均値士餐準偏差βrr尉nη向11擾黒均値㌦マゲ..乎均垣.π標準偏差       "・＼。/.。〆奮_蓼で.A
              世代・時代1・小1・中高1・小H・中高皿・小m・中高
       事例数8882179170159161
       平均値19:0419:2919:2320:2519:4221:21
       標準偏差1.001.231.091.311.681.64

 図2-1生活時間の三世代変化
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 2.1睡眠時間:起床・就寝時刻とも世代を追うごとに

 遅くなり,特に就寝時刻は遅延の幅や分布も大きくなっ

 ている。人との関係:家族全員での就寝から独り寝への

 変化がある。個室としての寝室出現率を図2-2に示す。

 三世代を通じて小学生時代には親や兄弟と寝室を共にす

 る習慣がある。道具:布団から二段ベッドに,さらにベ

 ッドへと変化し,照明や空調の進化もみられる。空間:

 家族共有の和室から,洋室の個室へと変化する。特に第

 H・第皿世代の中高生時代では専有個室での就寝率が高

 くなっている。

 2.2食事時間:朝食はどの時代も平均7時前後で大き

 な差はない。夕食時刻は各世代共に学年が上がるにっれ

 て遅くなる。特に第m世代は顕著で,夕食時間帯の幅も

 広がる。人との関係:第1世代では家族全員が一緒に食

 事をし,家父長をたてている。第II世代では会社勤務の

 父の帰宅が遅いことが主な原因で,平日の夕食は母子の

 みの家族が増える。第皿世代では,さらに母の仕事や子

 どもの塾や部活動などの影響も加わり,家族が一緒に食

 事をする機会は減少する。道具:ちゃぶ台から食卓へ,

 空間:板の間,茶の間からダイニング,リビングへと洋

 式化している。また中食や外食も進んでいることが読み

 取れる。

 2.3身支度・生理・衛生時間:入浴時刻は世代を追う

 ごとに遅くなり,時間帯も広がる。人との関係:第1世

 代は家族総出で水を井戸から運び,薪をくべて風呂を沸

 かし,火加減を見ながらの入浴であった。銭湯へ母や友

 達と行く時代から,人手を要せず深夜や早朝でも入浴で

 きる変化がある。道具:熱源の変化や設備機器の発展が

 著しく,追い炊き機能のため入浴時間に縛られず,個人

 の休息の側面も大きくなる。空間:屋外の便所や浴室が

 住まいの内部に取り込まれ,脱衣室の出現などの変化が

 ある。洗面所では短時間に利用が集中し,家事や家族の

 会話の場など多機能な空間に変化している。

 2.4仕事時間:第1世代では農業・漁業に従事してい

 る事例が多く(職業が確認できたもので40%),朝早くか

 ら日が暮れるまでの仕事時問である。第ll世代ではサラ

 リーマン・共働きなど雇用・勤務形態が変化し,第H世

 代中高生以降,特に父は遅くまで仕事をし帰宅が不規則

 になる。第皿世代では,さらに父の単身赴任や海外勤

 務・自営や母のパート・内職など,働き方や仕事の時間
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 図2-2三世代の個室としての寝室出現率

 表2-1世代によるライフスタイルの変化の検定(2010年)
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 は多様になる。人との関係:第1世代は子どもを含め家

 族みんなで生業に取り組んでいる。第1工世代にはミシン

 で子どもの洋服を作る母が多くいる。道具:農耕具の機

 械化や,第II世代後半以降のパソコンなどの情報通信手

 段の進化が著しい。空間:第II世代で会社などの外へ出

 て行った仕事場は,第皿世代で父母の仕事の場所として

 居間・寝室・書斎など住まいの中に点在するようになる。

 2.5勉強時間:第1世代では戦中戦後の混乱期で勉強

 より家の手伝いが優先された記述が多い。第II世代では

 勉強が忙しくなり,夜遅くまで勉強する様子が見られる。

 第皿世代ではさらに塾・習い事で忙しさは増す。人との

 関係:兄弟一緒の勉強から,第1工世代では勉強に母が関

 わり,第HI世代では塾の送迎や夜食作りなどを母がする。

 勉強の道具(図2-3):三世代とも机の存在が大きく,

 第皿世代では部屋にテレビやパソコンなど,自分専用の

 持ち物が多く持ち込まれる。空間:第1世代には専用の

 場所がなく,第II世代以降は主に自室であるが,居間で

 行う例が三世代で小・中高生共にみられる。

 2.6炊事時間:特に第1世代では,冬の朝が冷えたこ

 とが記述されている。炊事を主に行う人:第1世代では

 女中の存在があるが,三世代とも母や祖母・姉妹など女

 性中心であることに変わりはない。第皿世代に料理に凝

 る母や,父や子どもが参加する様子もあり,暮らしの楽

 しみの要素もみえる。道具:かまどや人研ぎ流しでの第

 1世代の作業は苦労を伴うものであったが,食物の保存

 に工夫を凝らすなど自給自足の暮らしであった。電気冷

 蔵庫や炊飯器などの家電製品の急速な普及と給湯設備の

 進化により,炊事に伴う負担は軽減された。第皿世代で

 は家電はさらに多機能になり,炊事方法も変化している。

 空間:外や北向きの土間の第1世代の台所から,第ll世

 代ではダイニングキーッチン,ステンレス流し台に代表さ

 れるように炊事空間が近代化する。

 2.7掃除・洗濯人との関係:炊事と同様に子どもが掃

 除・洗濯を手伝う機会は減り,主に母の役割であること

 はあまり変化していない。道具:はたきとほうきを使用

 する掃除川や井戸で手洗いする洗濯から,家電の進化
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 図2-3机のある部屋にある道具の三世代変化

TV

 'ピアノ

 困パソコン

 簿…タンス

 ㌔ベッド

鰹本棚

 により家事労働が軽減された過程が読み取れる。第m世

 代では掃除道具はさらに多様かつ高性能になる。

 2.8だんらん時間と人との関わり:第1世代は夕食後,

 祖父や父を中心に家族みんなで一日の出来事を語り合っ

 ていた。第II世代にはテレビが入り,家族間でチャンネ

 ル争いも始まる。第m世代では,家族は寝る前のわずか

 な時間帯以外はなかなかそろうことが難しく,週末の夜

 以外は居間がペットの居場所になる事例もある。一方,

 家族が一緒のときには長く話し込む様子も見られる。

 道具:ラジオから白黒テレビ,カラーテレビがだんらん

 の場に登場し,所持台数も増える。第皿世代ではMD,CD,

 オーディオセット,DVDなど,家族が過ごす場での道具

 が多種になる。家具はちゃぶ台からテーブルとソファに

 変化するが,こたつは三世代ともにみられる。空間:板

 の間や茶の間からリビング(座式からいす座)へと変わり,

 部屋の装備も充実していく。

 2.9接客時間と人との関わり:第1世代は冠婚葬祭を

 住まいで行っていた。日頃から近所や親戚の人が出入り

 し,子育てや日用品の貸し借りもしていた。第H世代は

 親戚が訪れるのは盆暮れくらいで,近所の友人や会社・

 学校関係の知人とのつきあいが主となる。第皿世代では

 来客は年に何度かというほどになる。道具:第H世代小

 学生時代に普及したばかりの電話は,近所の人にも取り

 次がれていた様子がわかる。

 2.10余暇・趣味人との関わり:第1世代の子どもは

 幼い兄弟の世話をしながら異年齢の子どもたちと,第II

 世代は近所の仲間を集めて,第皿世代では一人や少人数

 での遊びが多くなる。道具:第1世代はおもちゃがなく

 自分たちで工夫して遊んでいた。第H世代ではピアノや

 絵画教室等の習い事を始める子も多く,映画や漫画など

 映像文化の発達により,家族で余暇を楽しむ機会が増え

 ている。空間:野山を駆け回る第1世代,空き地や路地,

 小学校や公園で過ごす第H世代,行動範囲は広がる反面,

 室内での映像音楽関連の趣味が主となる第HI世代,など

 の変化がみられる。

 3.三世代の暮らしと住まいの空間構成の類型

 三世代の住まいの空間構成の分析には,対象の学生

 (2010年:89人)のうち,三世代の子ども時代の住まいと

 住まい方を把握できた延べ471例を抽出した。住まいの

 類型は①和室続き間型(土間有り),②和室続き間型

 (土間無し),③nLDK型,④長屋形式,⑤塔状住宅,

 ⑥集合住宅に大別した。ここで和室続き間型は,二室の

 開放度合いや用途は問わず二室以上隣接する和室が1階

 に存在するもの,nLDK型は,洋室の居間に二室以上

 の個室(和洋は不問)のある戸建て住宅,塔状住宅は3

 階(以上)建ての戸建て住宅と定義する。三世代の暮ら

 しと住まいの類型の変化を図3-1に,住まいの類型の三
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 生活行為と暮らし

 早寝早起き

 多人数同室就寝→親子兄弟同室就寝

 朝・昼・タ、家族みんな一緒の食事

 お湯が冷めないうちに続けて入浴

 お風呂に入る順番も決まっていた

 朝早くから日が暮れるまでの仕事

 農作業はみんなで、子どもも手伝う

 学校から帰ったら家の手伝いをした

 兄弟一緒に教え合う、女中に教わる

 家事は母・祖母・姉・女中など女の仕事

 タ食後家族みんなで、大勢でだんらん

 お正月・お盆の時は親戚が大勢集まる

 娯楽はなかった

 異年齢・大勢で・弟妹の世話をしながら

 裏山・川・近所・自然を相手に遊ぶ

 同室の兄弟に気を遣う→一人部屋

 平日は父が遅く、母子で夕食のことが多い

 おかずを多めに作って近所にお裾分け

 銭湯へ母や友達と行く

 お湯が出るようになる

 サラリーマン・共働き・内職・洋裁

 兄弟一緒に勉強、母が勉強を見てくれる

 勉強が大変になり忙しくなる

 深夜ラジオを聞きながら受験勉強

 家事は母・姉妹、父や男兄弟は手伝わない

 夕食後、皆でテレビを見ながらおしゃべり

 親戚が来るのはお正月・お盆の時ぐらい

 近所の人、会社の人、学校の友達

 近所の同年代の子、社宅の子と遊ぶ

 空き地や路地で仲間を集めて遊ぶ

 就寝時刻が遅くなる、睡眠時間が減る

 小学生時代は親子兄弟同室就寝→独り寝

 家族が揃うのが困難、孤食・外食が増加

 朝食は各自が用意

 各自好きな時に入浴、洗面所が混み合う

 父の単身赴任・海外勤務、母のパート

 深夜に仕事をする父や母もいる

 部活動や塾で帰宅は遅くなる

 家事は主に母の役割、休日には父も

 寝る前のわずかな時間、週末・休日の夜

 家族はバラバラでなかなかそろわない

 来客は少なく応接間はほとんど使われない

 友達や兄弟と、リビングや自室で遊ぶ

 家族で映画やコンサートに行く

 住まいの類型と暮らし

 ii」1,fl.,1認. 藝騰
 構造:木造2階建て

 家族:祖父母、父母、子4人
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 ・家族全員で二部屋続きにして寝た

 ・銘々の御膳で囲炉裏の周りで正座して食べた

 ・冠婚葬祭時には襖を取払い大勢をもてなした

 ・土間の台所は、北向きで冬の朝は冷えた

 ・脱衣室がなく、風呂は外から入った

 ・学校から帰ったら家の手伝いをした

 構造:木造平屋建て  場所:長野県

 家族:祖父母、父母、子4人新築年:1902年
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 ・便所は部屋の隅にあり、暗くて怖かった。

 ・兄弟でテレビのチャンネル争いをした。

 ・来客は毎日のようにあった。

 ②憩室続き間(庶悶無)
 構造:RC造2階建て

 家族:祖母、父母、子1人
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 ・父の仕事でパソコンが欠かせなくなった

 ・和室続き間は、母の寝室、洗濯物を畳む場所

 ・塾通いは母がお弁当を作り、車で送迎をしてくれた

 ②和室続き間(土間無)
 構造:木造平屋建て  場所:神奈川県

 家族:祖父母、父母、子2人  新築年:1970年

祖父母
礎

 ・玄関や掃き出し窓から、近所の人は勝手に出入り

 ・お正月やお盆には続き間に親戚が集まった

 ・各自自分の部屋で寝るようになった

③nLbKng
 構造;木造2階建て

 家族:父母、子3人

 場所:千葉県

 新築年:1997年
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 ・母は主にリビングで仕事をしている

 ・和室は泊まり客用だがほとんど使われない

 ・朝は洗面所が混雑し、ボールが取り合いになる

 図3-1三世代の暮らしと住まい類型の変化
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 住まいの類型と暮らし

 ②和室続き闘(土闘無〉
 構造:木造平屋建て  場所:神奈川県

 家族;父母、子5人  新築年:1932年
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㌣

 ・風呂がなく、近所のお風呂を借りることもあった

 ・ご飯を食べる6畳に皆が集まった

 ・茶殻を畳に撒き、ほうきで掃いた

 ③轟しDK型
 構造:木造2階建て  場所:神奈川県

 家族:父母、子2人
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 ・姉妹で同室だったが受験の時は一人部屋に

 ・シャワーがついて洗髪が楽になった

 ・深夜ラジオを聞きながら夜更かしをする

 ⑥集合住宅
 構造:RC造  場所:東京都

 家族:父母、子2人
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 ・洗濯機と乾燥機が一つになり洗面所が広くなる

 ・朝食は出かける時間が皆違うため各自で

 ・友達が遊びに来たときはリビングか自室で

 ④長屋
 構造:木造2階建て  場所:東京都

 家族:祖母、父母、子5人  新築年:1918年
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 ・兄弟みんなで一つの文机で交替で使った

 ・近所で子どもを預かったり、醤油の貸し借りをした

 ・兄弟と姉妹で分かれて寝ていた

 ⑥集合住宅
 構造:RC造5階建て  場所:東京都

 家族:父母、子2人新築年:1965年
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 ・近所の人に電話があると呼ぴに行った

 ・下校後、荷物を置きすぐに遊びに行った

 ・ピアノを習い始めて、畳の部屋に置く

 構造:木造3階建て  場所:東京都

 家族:父母、子1人新築年:2005年難闘
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 ・犬中心の生活になり、主にリビングで過ごす

 ・各自好きなときに入浴する

 ・掃除は主に母の役割、休日には父も手伝う

 道具と暮らし
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 ※道具の年号は記述の初出を示す
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 世代変化を図3-2に示す。

 第1世代では小学生から中高生時代に大きな変化はな

 く,長屋形式が少数あるほか90%以上が和室続き間型で,

 その半数以上が土間有りである。階数は60%以上が平屋

 で,和室続き間型は第II世代では約半数を占めるが,第

 皿世代ではわずかとなる。第II世代では小学生から中高

 生時代への変化が大きく,第II世代で出現するnLDK

 型が増加する。集合住宅も第H世代で出現するが中高生

 時代で減少し,子どもの成長と共に持ち家を指向する傾

 向が読み取れる。第皿世代ではさらにnLDK型が増加

 し,集合住宅と併せて住まいの大半を占める。第皿世代

 で出現する塔状住宅は,すべて東京都内の例である。和

 室続き間型には様々な部屋の繋がり方があり,住まいの

 形は多様だが,nLDK型や集、合住宅の構成は似た型が

 多く,画一化の傾向にある。

 居室以外の空問では,縁側や廊下,水回りがあるが,

 縁側は和室続き間とほぼ一緒に推移し,第1世代に60%

 以上あった縁側は第m世代にはなくなり,替わってベラ

 ンダやバルコニーが登場し,戸建て・集合住宅共に増加

 する。水回りでは第1世代には浴室や便所が屋外にある

 (15%),洗面所がない(50%)等の住まいがあるが,第

 H世代では各々1/5程に減少し第m世代ではみられない。

 住まいの機能としては,三世代の暮らしの変化の過程

 における「仕事」や「接客」行為の淘汰が空間構成上で

 も裏付けでき,第皿世代では住まいに仕事場や客間があ

 る例はわずかである。しかし第H世代のnLDK型に,

 仕事場と客間の空間はあるが用途が異なっている例もあ

 る。同様の例として寝具が布団からベッドへ移行する過

 程には,畳にベッド,板張りに布団の例や,ピアノが和

 室の茶の間や座敷に置かれる例が,第H世代に散見され,

 暮らしと住まいの構成・機能の関係には位相がみられた。

 うち現在も学生が三世代同居をしている29事例の居住

 歴一覧を図4-4に示す。47事例の家族は,ライフステ

 ージごとに家族構成が刻々と変化している。第1世代で

 誕生から現在まで住み続けているのは8事例,結婚から

 現在まで住み続けているのは5事例である。第II世代で

 誕生から現在まで住み続けているのは8事例のみで,28

 洗濯物干し
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 4.住み続ける家族と住まい

 対象の第皿世代180事例(2009年91,2010年89)のう

 ち,同じ地域に30年以上住み続けている例は47事例確

 認できた(第1・ll・mが11事例,第1から第Hのみ

 が11事例,第1工から第mのみが25事例)。3事例の住

 まいと住まい方の変化を図4-1,4-2,4-3に,47事例の

 第1世代・小(n=61)20

 第1世代・中高(n=61)2Q

 第ll世代'小{n=89)、  .灘磁
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 図3-2住まい類型の三世代変化

 図4-1同じ地域に住み続ける事例(図4-4の③)
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 同じ住まいに住み続ける事例(図4-4の⑥)
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 事例は途中で生家を離れ後に再び同居している。離家の

 理由は,就学・就職・結婚・転勤などである。再同居の

 理由は,「子どもが生まれて」「母が仕事を始めて」

 「転勤を終えて」「祖父の死亡」など人の暮らしの変化

 のほか,「水回りをリフォームして」「大改修をして」

 「建替えを機に」等,住まいの修繕・更新サイクルに起

 因するものもある。

 また,新築時には住まいに農家・医院・小売店・鉄工

 所などの,生業の仕事場を有していた事例が21件ある。

 近くに住まいを建替えた後も既存の店部分との行き来

 をする例や,生産物の貯蔵庫や飼育場所が,生業の縮小

 と共に家族の個室へと変化する過程を経ている。

 同じ地域に継続して住む47件の家の新築年は1862年

 ～1980年である。現存するのは15件で,22件は1968

 年～2002年に同じ地域で建替えを行い住み続けている。

 居住歴によるとどの家もさまざまな増改築を行っている。

 子ども室等を増築した例が22事例あり,そのうち平屋

 を2階建てにした例が7事例ある。また土間部分や和室

 を板張りにする,水洗便所にする,アルミサッシにする,

 床暖房を付ける等の改修も行われている。さらに二世帯

 同居に併せて増改築や建替えを行った例が26事例ある。

 居住形態は,47件全てが一戸建て持ち家であり,敷地

 内に離れを持つ事例が5件ある。

 世代や家族によって暮らしの様子は多様性に富んでい

 るが,対象事例から三世代に渡り同じ地域に永く住み続

 ける要因として,①生業を持つなど地域に根ざすものが
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 図4-3同じ住まいに住み続ける事例(図4-4の④)
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 あり,廃業後も通勤圏内に勤務先を持つこと,②住まい

 の維持管理や暮らしの変化に応じた改修や建替えを行っ

 ていること,③住まいや敷地は,増改築が可能な構造や

 所有形態であること,さらに④三世代の暮らしが重なる

 時間と場所が住まいの中に存在すること,が挙げられる。

 時代とともに失われた,家族が協力して暮らしと住まい

 を成り立たせる機能を有していることがうかがえる。

 5.福岡と大阪地域の住まいと暮らしの変化

 本調査は,前述した東京の大学生を中心に実施した調

 査に準じて実施したものである。大学生本人,父母,祖

 父母それぞれの子ども時代(小学生6～12歳)に居住

 していた住宅と暮らしについての結果をまとめる。調査

 対象の概要を表5-1に示す。

 表5-1調査対象(福岡・大阪)

         調査対象者学生とその家族調査対象(人)平均生年(年)最小一最大(年)平均年齢(歳)最小一最大(歳)標準偏差

         女子大生とその家族(福岡)第1世代29名且母1519331916-194677865-9576         且父619341927-194677365-8466
         不明819371930-194374168-8138

         第H世代37名母2419621954-197048841-5744         父919591953-197051941-5859

         不明419631960-19654846-5121

         第皿世代39名女子大生3919911989-19922019-2209

         大学生とその家族(大阪)第1世代22名且母819331928-193577373-8439         且父919321926-193778475-8224
         不明5一一一一一

         第H世代42名母1919611955-196549445-563.5         父1219541946-196055967-5044

         不明11一一一一一

         第m世代41名男子大生819891984-199120519-2614         女子大生3319901989-199120419-2107

         調査方法大学講義の課題提出物の調査
         調査期間2010年10月～2011年1月
         調査項目家族構成、住まいの概要、生活行為の場所、使用する道具、住まいの平面図

 5.1福岡地域

 1)調査対象の概要:家族形態は,世代にかかわらず核家

 族が一番多く,第1世代(祖父母)は6割強,第1]1世代

 (父母)は6割弱を占める。その他,第1,II世代とも

 に三世代家族が3割と次に多いが,第皿世代では核家族

 の割合が8割弱と増加し,三世代家族は1割強に過ぎな

 い。家族人数は第1世代が最も多く,平均家族人数は第

 1世代6.9人,第H世代5.4人,第皿世代4.5人と減少

 し,現時点になるほど子どもの人数が少なくなっている

 ことが裏付けられる。住まいはどの世代も木造戸建住宅

 が多いが,第II世代(20.5%)に集合住宅が出現,第HI

 世代(30.7%)へと増加している。これら住宅の新築時

 期は必ずしも明確ではないが,第1世代は1920年～

 1940年代が多くいわゆる戦前に,第ll世代は1950年～

 1979年までが多く,特に1970年代が多い。第皿世代は

 1970年～現在までとなり,中でも1990年代が多い。居

 住地はどの世代も九州居住者で占められる。

 2)三世代による変化:三世代をとおして住宅の変化及

 び居住地域の動きをとらえると,1→II→皿世代いずれ

 も同地域居住は5件,H-→m世代は9件のみとなり,一

 定の地域での住み続けは少ない。1→H世代ともに同じ

 地域は6件,1と皿世代が同じ地域は2件,すなわち最

 初の地域に再び戻るケースもある。住宅の形態は①1→

 H→m世代ともに戸建住宅,②1→H世代戸建住宅→皿

 世代集合住宅,③1世代戸建住宅→H世代集合住宅→皿

 世代は戸建住宅あるいは集合住宅の3つのパターンに分

 けられる。これらパターンのうち①のパターンが最も多

 く(54.3%),次に多いのが②のパターン(22.9%)で約

 1/4を占める。③パターンの第皿世代の住宅は戸建住

 宅が(14.3%),集合住宅(8.6%)よりも若干多い。な

 お,集合住宅はすべて社宅,賃貸であることから,住宅

 の選択は職業により影響を受けていると言える。同じ地

 域で住み続けているケース(必ずしも同じ敷地とは限ら

 ないが)の変化として,第皿世代にはすべて2階建て戸

 建住宅を確保しているという特徴があげられる。

 今回の調査対象住宅の場合,事例A:戸建木造2階

 →戸建木造2階(増改築・玄関2階に)→戸建鉄骨2階(構

 造・住み方変化),事例B:戸建木造平屋→戸建木造平

 屋(建替え)→戸建木造2階(建替え)事例C:戸建

 木造平屋→戸建木造平屋(一部改造)→戸建木造2階

 (建替え)と同じ住宅に住み続けているケースは3例の

 みである。事例Cの住まいの変化を図5-1に示す。これ

 らの住宅は改造,建替えにより生活の変化に対応してい

 るが,家族人数の増減がその起因とはなっていない。

 3)住空間の構成:間取りは戸建住宅の場合,田の字型,

 続き問型,変形田の字型,玄関・廊下・ホール主軸型,

 二列型,片廊下+n列型,玄関直接部屋型などに分けら

 れる。なお田の字型,続き間型はさらに土間の有無,玄

 関・廊下・ホール主軸型は玄関の位置(中央と端)によ

 り分類できる。一方集合住宅はnLDK型,nL+DK

 型,nLD+K型,nLD+DK型に大別できる。

 各世代の住まいの類型の変化としては,第1世代は

 31件中,田の字型+土間あり(15件)が一番多く,次

 に多いのが玄関・廊下・ホール主軸型(6件),第ll世

 (31件中)は玄関・廊下・ホール主軸型が一番多く(13

 件),次に多いのが田の字型+土間あり(7件),第皿
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 図5-1事例C(福岡)
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 世代(27件中)は玄関・廊下・ホール主軸型(19件)が一

 番多い。中でも玄関が住宅の中央に位置するケースが一

 番多い(13件)。すなわち第1世代で大半を占めた田

 の字型は第11世代には減少し,第皿世代ではほとんどみ

 られないのに対し,玄関・廊下・ホール主軸型は第1,II

 世代と増加し,第皿世代には7割にまで増加している。

 間取りとかかわる台所(いろり,かまど),浴室・便所

 (くみ取り,薪の風呂)などの設備の変化としては,第

 1,II世代までは8割を占めていたくみ取り便所は,第

 皿世代には減少し水洗トイレに,井戸,薪の風呂,かま

 どは皿世代ではほとんどみられず,変わって給湯器の増

 加が著しい(41.0%)。

 4)生活の様子(生活行為の場と使用道具)

 食事と就寝行為について分析した結果,食事はどの世

 代も自宅の共用室で,"毎目一緒にとる"が一番多い。

 食事の道具も第1世代に多いちゃぶ台(65,5%)が第ll,

 皿世代と食卓が増加している。第ll,皿世代にこたつ3

 割弱,座卓2割弱いるのが目立つ。就寝は第1,H世代

 ともに親子就寝が一番多いが,第1世代では兄弟就寝

 (24.1%)も,第H世代では同性就寝(27.0%),独り

 寝(24.3%)も多い。第皿世代は独り寝(17.9%)より

 も同性,異性就寝(各20.5%)が若干多くなっている

 が,どの世代も子ども時代は家族一緒に就寝している。

 5.2大阪地域

 1)調査対象の概要:家族形態は三世代ともに核家族が一

 番多いが,三世代家族も比較的多い。すなわち第H

 (76.2%),III世代(69,2%)では7割前後を核家族が占

 めるが,第1世代は核家族(52.2%)が半数で,三世代

 家族が3割ある。平均家族人数は第1世代6.5人,第1]1,

 皿世代4.8人,4.7人である。住まいはどの世代も木造

 戸建住宅が一番多いが,その割合は8割弱→7割弱→6

 割弱と減少し,第皿世代では集合住宅が3割を占める。

 なお第1,II世代では,集合住宅がほとんどなく(第II世

 代3件),併用住宅,長屋住宅,木賃アパートが2割強

 と多いのが特徴的である。これら住宅の新築時期は第1

 世代1900～1957年(1920年代以前が多い),第II世代

 は1910～1980年(1950,60年代が多い),第皿世代は

 1950年～2000年(1990年代が多い)である。

 2)三世代による変化:三世代をとおして住宅の変化及

 び各世代居住地域の動きをとらえると,1→1]1→皿世代

 いずれも同地域は6件,lli→m世代は7件となり,一定

 の地域での住み続けは少ない。住宅の形態では①1→II

 →皿世代ともに戸建住宅,②1→II世代戸建住宅,皿世

 代は集合住宅,③1世代戸建住宅→1工世代木賃アパー

 ト・併用住宅→皿世代集合住宅(3件)戸建住宅(2

 件),④その他1,H世代ともに併用住宅・長屋住宅・

 木賃アパート・戸建住宅と変遷後,III[世代に集合住宅

 (3件)・戸建住宅(1件)へと変遷する4つのパター

 ンに分けられる。これらパターンのうち①と③パターン

 がやや多いと言える。なお第皿世代における戸建住宅と

 集合住宅の割合は半々で,必ずしも集合住宅に集約して

 いるとは限らない。また第II,皿世代ともに持家集合住

 宅が賃貸より若干多い。

 次に三世代ともに同じ住宅に住み続けている例は4件

 (そのうち2件は図面不備)あるが,事例D:戸建木造

 2階→戸建木造2階(建替え)→戸建木造3階(建替

 え)と事例E:戸建木造平屋→戸建木造2階(増改築)

 →戸建木造2階+はなれ(増築)の2件に過ぎない。事

 例Eの住宅の変化を図5-2に示す。

 3)住空間の構成:戸建住宅の間取りは大きく田の宇型,

 続き間型,前玄関(台所)n列型,玄関・廊下・ホール主

 軸型などに分けられる。第1世代(14件)は田の字型と

 続き間型,前玄関n列型の3類型で,中でも田の字型一ト

 土間あり(8件)が圧倒的に多い。第II世代は第1世代の

 3類型の他に玄関・廊下・ホール主軸型(10件)が出現し

 ているが,田の字型(10件)も多い。その他前玄関

 (土間・台所)n列型(5件)もある。第皿世代は玄関・

 ホール・廊下主軸型(18件)が8割を占め多いが,集合住

 宅も多くなり(38.5%),しかもLD+K型とLDK型こ

 の2つの型に集中している。間取りとかかわる台所(い

 ろり,かまど),浴室・便所(くみ取り,薪の風呂)な

 どの設備の変化(全対象住宅)としては,第1,1工世代

 までは8割を占めていたくみ取り便所は,第皿世代には

 減少し水洗便所に,井戸,薪の風呂,かまどなどは全く

 第皿世代にはみられない。

 4)生活の様子(生活行為の場と使用道具)

 食事と就寝行為について分析した結果,食事はどの世

 代も自宅の共用室で,"毎日一緒にとる"が一番多いが,

 第皿世代では毎日(58.5%)→時々(29.3%)が増加。

 食事の道具も第1世代に多いちゃぶ台(68,2%)が第H,

 皿世代と減少,特に第皿世代では食卓の増加が著しく,

 座式からいす式への変化がみられる。就寝は第1,II世

 末造手歴建て「本県

 ロ　と　ん

 べ　　ては　　 こむの　ズがゆギまノ　

 籍瓢?,。,人1臨1蹉弼磁1
 ロめが　ギまナ　

 !ペランダ偏一maxeI
 lヤ女干1人?1十1人1
 ,讐〔や[

 一一一一一一一一一一一一J-一暴増y・-J-一一……一一2F」

鑑麹蜘

薦

 國腿乱____一一一一一一一一:二_

 図5-2事例E(大阪)
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 代ともに親子就寝が一番多いが,第1世代では異性就寝

 (18.2%)も多い。第II世代では独り寝(31.0%)が多く

 なるが,第皿世代でもこの率はほとんど変化していない。

 つまり子ども時代はどの世代も家族一緒の就寝が一般化

 していると言える。

 5-3福岡・大阪地域の差異

 住空間の構成,新築時期,住居形態などに多少差異が

 あるが,全体の傾向としてほとんど違いはない。三世代

 の住み続けは非常に少なく,調査対象者の場合住み続け

 による住宅,住まい方の変化及び住宅の選択は,ライフ

 スタイルや家族の増減に影響されているとは言えない。

 6.ライフスタイルと住まいの機能

 三世代のライフスタイルの変化から,各々の生活行為

 を見直し,住まいの機能について考察を行う(図6-1)。

 継続する機能として,睡眠・食事・身支度などの日々

 の行為がある。この一連の行為に伴う道具である寝具,

 食器,衣類は,住まいに収納し装備される空間が必要で

 ある。それらに付随して炊事,洗濯と掃除の行為とその

 道具と空間が世代を超えて存在している。

 進化した機能として,家電製品や情報機器に代表され

 る暮らしのさまざまな道具の高性能・多機能化に起因す

 る事象が多い。睡眠,食事や身支度の時間の制約はなく

 なり,仕事や勉強も時間や場所を選ばず可能となった。

 淘汰された機能として,接客と家族の共同作業がある。

 あらたまって客をもてなす接客行為はほとんど外部化さ

 れ,家族以外の人とのつきあいは接客ではなく,家族と

 共にする食事や会話など暮らしの楽しみへと替わってい

 る。家族の共同作業も第1世代には家の生業や家事,幼

 少の兄弟の世話などがあったが,仕事の個人化,家事の

 機械化,縮小した家族では必要性が薄れている。

 退化した機能として,生活時間の拡散や夜型・24時

 間化がある。睡眠時間は減り,過剰な仕事や勉強時間の

 拘束,家族のだんらん時間の減少などに現れている。

 三世代の暮らしの変化の過程で,暮らしのための最低

 限の機能の充足から,さらなる快適性などの付加価値を
          、'一'一'一

          睡眠食事身支度仕事勉強炊事掃除洗濯だんらん接客趣味休息

          時間繕続灘ヒ繕鹿繕鰹漣濾
          ・嘉i…ρ馴ヒ;麟乞メ藁

          人進化灘灘繕遜織続
          禽汰灘蓼.

          道具繧種遜化進化繕続灘敏海汰          進化進化叢化進{ヒ

          空間繕綬3劇ヒ進化継続,鑑化継続淘汝纏続          髄化進化

 母δ・ひ・ひδ・ひ  亭母《〉

            転化代替休息会話会話社会参加受験勉強会話接客食事休息だんらん趣味趣味自己啓発だんらん休息会話接客休息趣味だんらん
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 求める時代へと変化した。っまり,必需行為や拘束行為

 は徐々に自由行為要素が加わっていることが確認できた。

 今後のライフスタイルとしては,時間は睡眠とだんら

 んの時間を確保し,際限のない仕事や勉強は,ワークラ

 イフバランスの視点が必要になる。人との関係は協力し

 合う必要性が薄れ個別化が進んでいるが,各自が他の人

 や社会への思いやりの配慮が必要である。道具は,高性

 能・多機能化が著しいが,手作りや自然環境に則した生

 き方を見直す必要がある。空間は接客と趣味空間は住ま

 いだけにとどまらず外部へと広がっている。

 以上のことから,住まいには生活行為に適応した緩や

 かな可変性や自由度が求められる。さらに暮らしを安定

 化させるための日々の変化に合わせて追従できる住まい

 であれば,家族が永く同じ地域に住み続けることが可能

 となる。

 7.おわりに

 住まいの機能は多くが社会化・外部化され,その質も

 大きく変化してきたことが,学生の聞き取り調査の記述

 内容から明らかとなった。暮らしと住まいは,行為,空

 間,道具,人(家族),時間の5つの基本軸で把握する

 ことにより,その意味や意義,課題が見えてくることを

 明らかにした。学生は親や祖父母に聞き取りをすること

 により,連綿と継がれてきた生活技術や生活文化の価値

 の理解と同時に,廃れたり無くなったり,改変したりし

 てきた住まいの実情を深く認知したことが,本研究の最

 大の収穫である。その効果は10年先,20年先になると

 思われるが,少なくとも,持続可能な住まいはハードの

 住宅だけではない,むしろ住まい方にあるということに

 気付いた点であろう。
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